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江口　 冗談関係にあるもののあいだでかわされる冗談

冗談関係にあるもののあいだでかわ される冗談

　　　一 北部カメルーン・フルベ族の場合

江 ロ ー 久*

The Expression of Joking Relationships among the Fulbe 

            of Northern Cameroon

Paul Kazuhisa  Ecucin

   There are two kinds of joking relationship among the Fulbe of 

Northern Cameroon: 1) between cross cousins, and 2) between the 

Fulbe and the Kanuri. The partners in the joking relationship exchange 

abuse, insults, and all kinds of bad words which are much stronger than 
ordinary 'jokes.' They employ such terms as "slave," "cannibal," etc. 

These expressions have very negative connotations in Fulbe society. In 

other words, the use of these abnormal words confirms the special rela-

tionship. The abusive expressions are sometimes accompanied by ritual 

violence and ritual theft. The linguistic expressions are strengthened by 

these performances. 

   The joking between cross cousins and that between the Fulbe and 

the Kanuri are similar. The establishment of the inter-ethnic joking rela-

tionship followed the cross cousin joking relationship. 

   We can assume that the Fulbe stayed among the Kanuri in Bornu, as 
an ethnic minority, or as visitors. During that period, the Fulbe had to 

endure many difficulties, including jeers and insults from the majority 

Kanuri. Because of a difference of occupation, the two peoples did not 

fight with each other. They avoided war, and chose to exist as partners 

in a joking relationship. In other words, they accepted abusive expres-

sions, and ritual violence and theft, in exchange for peaceful co-

existence. Even now, there are many Kanuri expressions with which the 

Kanuri ridicule the Fulbe.
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   The joking is performed between typical Fulbe and typical 

Kanuri. But through inter-ethnic marriages, the distinctive physical 

features of the two peoples are disappearing. Thus, the joking maintain-

ed between the Fulbe and the Kanuri can be expected to disappear in the 

near future.
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0.は じ め に

　一般的にいえば,冗 談関係 とは,親 密 さ とは関係な く,慣 習的に冗談をかわす こと

が期待 されている,あ るいは,か わ さなければな らない特定 の関係を い う。その よう

な関係にあ るものは,ど のよ うな悪態 をつかれて,か らかわれ ても,そ れに腹をたて

ないこ とにな っている。冗談をい うもの といわれ るものの関係が,双 方対等であ る場

合 も,一 方的である場合 もあ る。 また,そ の関係 も,親 族組織 のなかで規定 されてい

る場合 も,地 域,部 族性 などが指標 になってい る場合 もある。 いずれに しろ冗談 関係

は,地 球上の さまざまの地域で観察 され ている[RADCLIFFE-BROWN　 l952:90-116】 。

　 この ような冗談関係が,北 部カメルーン ・フルベ族のなかo'も ある。 フルベ族 の冗

談関係は,交 叉イ トコのあいだ とフルベ族 とカ ヌリ族 とのあいだ にあ る。

　本論 にはい るまえに,こ の 「冗談」 とい うことぽ と,本 稿 で問題 とす る冗談関係 と

い うことばについて説 明 してお こう。 じつは,フ ル フルデ語 の 「冗談」に相当す るこ
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とぽが,た いへんやわ らか い雰囲気を もつ ときには,ま さに,冗 談を意味す る場合 も

あるが,日 本語で,悪 態,罵 倒,わ るふ ざけ,か らかいなどに相当するこ とがおおい。

言語 的な 「冗談」が,さ らに発展 して,暴 力,盗 み などに もな ってい く。 以下,冗 談

とあれば,そ のよ うなひろい意味を もった ことぽ と して使用 する。

　冗談 は,そ れを許容す るもののあいだでかわ され る。そ うではな くて,そ れ をゆる

して くれないものにそれを発す る と,問 題をお こす ことにな る。 おおき くわける と,

フルベ族のあいだにおいて も,冗 談を許容する もの とは,親 しい もの同士 と,習 慣的

0'き ま った もの同士があげ られ る。親 しい もの といっても,人 が,無 差別にだれ とで

もなか よ くなれ るとい うことはない。 フルベ族 の場合,親 しい関係は,つ ぎの よ うな

関係 にあ る人 たちのあ いだ にある。す なわ ち,友 人関係(soobaaku,　 soobiraaku),

同 年 輩 の 男 友 だ ち 同 士 の 関 係(ngorgiraaku),同 年 輩 の女 友 だ ち 同 士 の関 係

(sappaaku),孫 と祖 父母 の関係(maa〃ziraagu)な どがあげ られ る。本稿 で問題 に

す る習慣的に相手の冗談を許容す る関 係は,dendiraaguと よぼれ る。 この ことぽは,

交 叉 イ トコを しめすdendiraawoか ら きてい る。

　 ところで,親 しい もののあいだでかわす,冗 談に相当す るフル フルデ語は,ジ ャマ

アー レ地方(Jama'aare)で は,普 通,　guusa,　 wannyoと い われ るが,イ ッラガ地方

(Yillaga)で は,　alja,ベ ヌエ地方(Binuwoy)で は,　kaasoと いわれ る。 おたがいに

冗談 をいいあ うのは,guusootirgo　 aljootirgo,　wannyootirgo,　 haasootirgoと い う。 こ

れに対 し,冗 談関係に あるもの同士が,冗 談 をい うことを,denditaagoと よび,お

たがいに冗談 をかわす ことは,dendootirgoと い い,親 しいもののあいだで冗談をか

わす こととは,区 別す る。

　 denditaagoの ほ うは,相 手の人格,存 在 とかかわ る悪態 をつ くこともふ くむ し,

さ らに暴力,盗 み までに発展す ることがあるのにたい し,一 般的 な冗談 は,相 手 の人

格,存 在 とかかわ るものを回避 した悪 態を もちいる し,原 則的には暴力,盗 み な どは

ない。親 しい もののあいだにも,衝 突を回避 しようとす る仕掛けがあるとかんがえら

れ る。

　 文献で,フ ルベ族の冗談 関係 について多少ふれ られ ることはあ っても,ど の ような

ことぽが,ど の ように してかわされ るか,そ の ことば とともに どの ような行動 が とら

れ るか とい う実態は,ほ とん ど報告 されていない。そ の ようなわけで,本 稿では,北

部カメルーン のフルベ族のあいだでしられている二種類 の冗談関係にあ るものが,ど

のよ うな言語表現をかわ し,そ れ に身体表現 が くわわ るのか とい うことを,交 叉イ ト

コとのあいだでかわす冗談 とフルベ族 とカヌ リ族 のあいだでかわす冗談 の順に,報 告
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した い。

筆者は,こ こ十年ほ どのあいだ,こ の習慣に注 目し,北 部カメルーン のジ ャマ アー

レ地方 の中心地 マル アで,観 察をつづ けて,何 人 かには,イ ンタ ビューをおこな って

きた。本稿 は,そ のよ うな参与観察 とイ ンタ ビューに よっている。インタビュー をお

こな った ときには,そ の報告者の名前 を 【 】の なかに明記 してお いた。

1.交 叉イ トコのあいだでかわす冗談

1.1.交 叉 イ トコと 「兄弟 姉妹 」

　 フルベ族は,イ トコを交叉 イ トコと 「兄弟姉妹」に分類す る。平行イ トコとい うい

いかたは,存 在 しない。交叉イ トコ(dendiraawo/dendiraa6e)は,父 の姉,も し

くは,妹(yaagorgol,　 goggO)の 子 と母 の兄,も しくは,弟(kaawu/kaawiraa6e;

kaawu　 sakiike/kaawiraa6e　 sakiike)の 子 を い う。 父 の兄,も し くは,弟(加 ρ一

paanyo/wappay6e)の 子,も しくは,母 の姉,も しくは,妹(yaapenndo　 sakiike/

yaapenndiraa6e　 sakiike;yaapenndo/yaapenndiraa6e)の 子 は,分 類的には,「 兄弟姉

妹(deerdiraawo/deerdiraa6e)」 で ある。(こ とわ ってお くが,フ ル フルデ語表記 に

おいて/の 記 号の左 には単数,右 に複数 を示す。)

　 交叉イ トコと 「兄弟姉妹」 には,言 語使用の うえで厳然 とした区別があ る。交 叉イ

トコ問では,お たがいの年齢,性 別 とは関係な く,お たがいを 目下 の ものにたいする

ように,よ びつけた り,馬 鹿 に しあ った りす る。そこには,相 手 を尊敬 して,こ とば

をつつ しんでつか うとい うことはない。だか ら,10歳 くらいの少女 が,自 分 とは十数

歳年上の交叉 イ トコの男性を指 さ して 「こいつ は,わ た しの奴隷」,な どとい うこと

がおこって くる。無論,相 手がた とえ盲 目であ って も,遠 慮す ることはない。あ る盲

目の交叉イ トコをもっていた女性 は,つ ぎの よ うな ことをいつ もい った とい う。すな

わ ち,

　 　　 Mク 伽 鵬Qご1'〃'ノ 副'rde.14/u〃 α磁.　 Ko〃zbadtaaン ααgoノ副'rde?別'rα,

　 　　faasikiijo.　 Mbi'aa　 a　yahan　 juulirde　ko　mbadtaa　 a　juulirde?Biira,　 a　yi'ataa.

　 　 　 無用者 。モス クにいっても,礼 拝 を しない。モス クにいってなにをす るつ も り

　　　 か。 こん畜生。偽善者。 モスクにい くとい って,モ ス クで なにをす るつ も りな

　　　 のか。 こん畜生。 目も見えない くせ に。

　　　　　 　　　　　　 　　　　　 　　　　　　 　 lAA,IsATu　 MAAMA　 BE肌o】
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　 けれ ども,「 兄弟姉妹」のあいだでは,目 上 の ものには,目 上 の ものら しく,目 下

の ものには,目 下 のものら しく,接 す ることが期待 されてい る。 目上 のものを直接相

手 の名前 で よばず,親 族 呼称 で も って よびか け る ことは,soomgoと い われ る。

SOO〃:goに つ いて,す こし説 明 してお こう。た とえぽ,　egOの 兄 が,　Ham〃iaduと い

う名で,弟 がUsmaanuだ とす ると,　Ha〃zmaduを よぶ ときに は,　ha〃tma(兄)と い

い,Usmaanuを よぶ ときには,　Us〃zaanuと よびつけにす る。 目下の ものは,目 上の

ものを尊敬 し,つ つ しんで行動 しなければな らない。それ をかれ らの ことばで表現す

るなら,つ ぎの ようにな る。

　　　 Bii　bappaanyo,　 dum　 deerda,　a　hudataa　 dum.

・　 　 Bii　yaapenndo
,　dum　 deerda,　a　hudataa　 dum.

　 　 　 Kam6e　 kam　 dum　 deerdiraa6e.　 Be　coomcoomtiran.

　 　 　 父方 のお じの子 は,お まえ さんの兄弟 ともい うべきもので,悪 態 をい うべ きで

　　　 はない。母方のおば の子は,お まえさんの兄弟 ともい うべ きなので,悪 態をい

　　　 うべ きではない。 かれ らは,兄 弟 とい うべ きなので,尊 称を用いなければな ら

　　　 ない。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【UMMAHAANI】

　 ここで,「 兄弟姉妹」は,お たがい悪態 をつ きあわ ない,す なわ ち冗談 をいわ ない

といってい るのだ。交叉イ トコとい うのは,こ とば使 いの うえか らも,特 殊なのだ。

もしも,冗 談をい うことが,親 しさの表現 とい うのな ら,交 叉イ トコとい うのは,習　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ノ

慣的に 「兄弟姉妹」よりずっと親しい間柄にあるとい うことになる。

1.2.交 叉 イ トコ間 の冗談

　交叉イ トコの関係にあ るものは,い つ,ど こでであ って も,年 齢差,性 別 に よらず

おたがいに 口頭 で相手に冗談 をいいあ う。 この冗談には,手 や足をつか った悪 ふざけ

が ともな う。む ろん,冗 談関係にあって も,冗 談を いいあ うのがいやな人 もいる。そ

の ような人は,人 ぎらい(ponyo)と よぼれ る。 フルベ族 の社会において,人 ぎらい

は7歓 迎 されない。人 ぎらいは,ま ず は,例 外 とかんがえて よい。 ふつ う,交 叉イ ト

コの関係は,よ い こととかんがえ られている。

　　　Dendiraawo　 naa　beldum?

　 　 　交叉 イ トコとの関係は,す ば らしいではないか。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 [AA'IISA　MAAMA　 BELLO]

　 また,交 叉イ トコのあいだでかわ され る冗談は,そ れが,い かな るものであって も,
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腹をた てない(wonnataa)こ とにな ってい る。それ を,か れ らは,つ ぎの よ うにい

う。

　　　Koo　 6e　kudi　maa　 boo,6ernde　 ma66e　 naawataa.

　 　 　交 叉イ トコ同士な ら,悪 態 をつかれて も,心 は いた まない。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 [KaAwu　 ManaNt]

　 で も,田 舎 の人hは,街 に住 んでいる人 よ りもこの冗談関係を よ りさか んに演ず る

ので,街 に住 んでい る人は,田 舎 を訪問 したが らない ともい う。

1.3.存 在 にか かわ る悪態

　交叉 イ トコ間にお いては,性 に関す る悪態以外 の悪態(kuudi)用 の ことぽ を しぼ

しぼつか う。 こうしてかれ らは,相 手 をmalaawa「 無 用者,ど うしよ うもない もの」,

6iira(〈6ii　 rawaandu「 イ ヌの子」)「畜生」,　faasikiijo「 い っていることとお こないが

ちが う人」な どと相手を よぶ。 ことわ ってお くが,こ れ は,こ の ような特 別の関係に

ないものに もつか うことがで きる。

　つ ぎの表現は,一 般 の人につかえぽ,問 題をお こし,裁 判 にかけ られ るよ うな表現

で,人 間 の存在その ものにかかわ る。けれ ども,交 叉イ トコのあいだでは,こ の よ う

な表現が このんで用 いられ る。すなわち,そ れ は,「 ハイエナの化け物(waylooru)」,

「人を食べ る人(mistiriijo)」,「 ハイエナ(fowru)」,「 奴 隷(maccudo)」,「 女奴隷

(kordo)」,「 盗人(gujjo)」 な どの語彙であ る。

　 これ らの ことば は,い ず れ も人 々に きらわれてい るものであ る。「ハイエナの化け

物」 は,昼 間は人 の姿 を しているが,夜 になる とハイエ ナな どに化け て人をおそ って

たべ るとかんがえ られてい る。「人 をたべ る人」 は,夜 にな ると鳥に変身 し,と んで

い き,人 の体にはい りその魂 をたべて しま うとか んが えられてい る。奴隷 と女奴隷,

盗 人は,い ずれ も,人 の きらう身分である。 これ らは,す べて マイナス ・イメージを

もつ。

　 プラス ・イメージとマイナス ・イメージを もつ ことばを表 にす るとつ ぎの ようにな

る。

652

プ ラ ス ・イ メ ー ジ マ イ ナ ス ・イ メ ー ジ

普通人 人をたべる人

普通の職業をもつ人 盗人

普通の動物 ハイエナ

自由人 奴隷,女 奴隷
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　これらの表現は,ひ んばんに会話のなかにあらわれる。たとxば,老 人の交叉イ ト

コたちの会話の例をあげてみよう。

(A) Hakkiilo, dum waylooru! 

(B) Naa non, to goonga kam,  oo waylooru. To jemma wadi o wartan suudu, o 

   nyaaman yimbe fuu. Naa non? 

(A) Laar lee hunnduko maako. 0 nyaami duud'be bee hunnduko man, walaa 

   limgal. 

(B) Naa dum fewre? Biira, waylooru. Biira, kunnga.

　　　 (A)こ い つは,ハ イエナの化物だか ら気をつけなけれぽならない。

　　　 (B)そ うではな い。 ほん と うは,こ いつが,ハ イエナの化物 で,夜 に なる と

　　　　 　 こっそ りと部屋に入 ってきて,み んなをたべて しま うのさ。

　　　 (A)あ の 口をみ よ。あの 口で人を何人たべ てきたかわか らないのさ。

　　　 (B)う そ ではないほん とうさ。ハイエナの化物。 こん畜生,化 物。

　　　　 　　　　　 　　　　　　 　　　 【KAAwu　 MADAMと そ の交叉 イ トコ】

　 これ らの ことぽがはいっていな くて も,相 手が,「 ハイエナの化 け物」 である こと

を示唆す る表現 もある。あ る人 の交叉 イ トコが,自 分 の家にや って きた ときは,つ ぎ

の ように い うとい う。

　　　Dume　 da66ataa?Awari　 nyaamgo　 yim6e?

　 　 　なにを さが してるのか。 ここに,人 をたべるため にや って きたのか。

　　　　 　　　　　 　　　　　　 　　　　　 　　　 【AA,lsATu　MAAMA　 BE肌o】

1.4.冗 談 に ともな う儀礼 的暴力

　相手が ハイエナや盗人,奴 隷 な どなら,相 手にい くら手を くわえて もよいわけだか

ら,多 少 トーンをあげた冗談 とともに,ま るで,そ の関係をた しかめる ように,交 叉

イ トコが で あ うと,相 手 の頭 を た たい た り(elgo),な に か を相 手 にぶ つけ た り

(faddugo),た た いた り(カgo),つ つ いた り(lukkugo),顔 を な ぐった り(maargo),

た た いた り(tappugo),ひ っぱ った り(foodgo),突 い た り(yer6ugo)す る。 とき

には,服 をひ っぱ って,や ぶ ることも,棒 で相手をたた くこともある。

　相手を ナイフで ころ して しま う仕草をす ることも,カ メルーン独立 まえ(1960年)

に は,よ くあった とい う。 と くに,イ スラム暦第12ヶ 月 目の羊祭の月(lewru　 Iの・加)

に は,相 手 のねている うちに,相 手 をおさえて,「 お まえは,羊 だ」 とい って相手 の

首にナイフを もっていき首の皮に傷をつけ ることもあ った とい う。
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相手に本気で傷をおわせた りはしなかったけれども,冗 談に儀礼的な暴力がともな

うというわけだ。ある女性に自分の父親 とその交叉イ トコであるザーキヤツ(女 性)

との冗談のや りとりをかたってもらうと,つ ぎのようになる。

To o ummake Godola, diga  6aawo mahol amin nii, "Hee, wayyoo Alla am, hee 

wayyoo Buuba amin. Hee, wayyoo Alla am, hee wayyoo, Buuba Aaji am. Hee, 

wayyoo.'' Biira, o wara o roonto ufru maako. "Heey malaawa. Biira." Luk-

kere pim dow baaba. "Biira, a waataay du?" 0 roonto ufru maako. Baaba 

am boo, Biira, yefta, do"a mo. "Bikkon, ngaddanee dam lath'', has mi hirsa 

mo. Biira, bammaa, 6iira, 6ii maaydo. " "Aan kam daada maa don naa?" 

Bannii kadi. 

Jam, be njoodo kadi. Be caanindira. "Babba, a jawo naa?" "Jam, 

Zaakiyatu, a ja66aama. To moodibbo?" 0 wi'a: "Moodibbo jamo." 

Yowwaa, o yama yimle ma66e fuu. Ammaa to o wari kam sey o wada bana 

nii.

ゴ ドラをでて,わ た した ちの家のぞ とにいるときか ら,お ばのザーキヤツは,

「ああ,お お,ア ッラー よ。ああ,お お,わ れ らがブーバ。ああ,お お,ア ッ

ラー よ。 ああ,わ た しのブーバ ・アージ よ。ああ,お お。」,と い う。 おばが,

頭 にのせて もって きた荷物 をおろす と,「 おっ,こ の馬鹿野郎」 とい う,父 の

背中を どつ く。おばが,荷 物をおろす と,父 は,お ばを もちあげて,地 面 にた

おす。父は,「 子 どもた ちよ,わ た しにナイフを もってきて くれ。 こいつ の首

をか ききってや る。 こん畜生。死人の子」,と い う。おぽは,「 お まえに母親が

いる とでも思 ってい るのか」,と い う。 まあ,そ んな様子なのだ。

　 そ こで,二 人はすわ り,挨 拶をす る。 「バ ッバ,お 元気ですか」「元気です。

ザ ーキ ヤツ。 よ うこそ。 モーデ ィ ッボは,ど うだい」おばは,「 モーデ ィ ッボ

は,元 気です」 とい う。そ こで,父 は,(ゴ ドラの)人 た ちの様子 をき く。 し

か し,お ぽがや って きた ときはいつ もいつもこの よ うにす るのだ った。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 [UMMAHANarrl]

　 この よ うな,儀 礼的な暴力は,相 手が死んだあ とに もつづ く。人が,自 分の交叉イ

トコの墓 を訪れ る とき,そ の墓 を足 でふ みつけ(da〃tpa),棒 でたた いた りして悪態

をつ く。た とえば,

Waylooru malaaru, yumma lee kadi.  Biira, bumdo. A don hafano. A waalake 

has do. Biira, yumma lee. Naa a maayi? Biira, waylooru.
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呪われ るべ きハイエナのお化け。 おきあがれ。 こん畜生,盲 人。おまえは,え

らそ うに していた。 おまえは,こ こに よこにな って しま った。 こん畜生,お き

あがれ。お まえは,死 んだ。 こん畜生,ハ イエ ナの化物。

 [AA'ISATU MAAMA BELLO]

　 1.5.交 叉 イ トコのあい だにあ る儀 礼的盗 み

　かれらは,衣 服に焼けた跡があるなら,お たがいにそれを うぽいあう。ある女性は,

つぎのようにい う。

I'a Baa, o looti o  6ili wurre maako. Nde don joodi. Mi tawi nde wuli. Mi 

hooci nde. "Biira, bumdo wuli wurre muudum. En ceek nde." Miin bee adda 

am.

イア ・バ ーが,腰 布 をあ らって,ぶ らさげておいた。腰布は,そ こにおいてあ

った。わた しがみ ると,腰 布に火で焼 けた跡があ った。わた しは,そ れを とる

と,「 こん畜生。 おまえは,盲 目なので,腰 布 を焼 いて しま ったのさ。 さあ半

分ずつ しよう」 とい って,わ た しと,わ た しの姉 とでその腰布 を半分ずつに し

た。

 [AA'ISATU MAAMA BELLO]

2.フ ル ベ族 と カ ヌ リ族 の あ い だ でか わす 冗 談

　 2.1.対 立 す る フル ベ 族 とカ ヌ リ族

　 フルベ族 とカ ヌリ族は,冗 談 関係を もつ。かれ らは,対 抗意識を もち,言 語,形 質,

性 格,生 業 か らみ てちが うとい うことにな っている。かれ らは,べ つべつの町内にす

み,お たがいに顔をあわそ うとしなか った。だか ら,あ るフルベ族 の男は,つ ぎの よ

うにい う。

Be  meeden doo kam, naa be yawiibe Fulbe? Fulbe ngidaa be. Be ngidaa 

Fulbe. Kanjum kam dum jawootirdum. Be ngidaa guusa bee mabbe. Be 

ngidaa haala Pullo fuu.

ここにい るカヌ リ族は,フ ルベ族 を無視 してい るではないか。 フルベ族,カ ヌ

リ族 がきらいだ。 カ ヌ リ族 もフルベ族 がきらいだ。 カヌリ族は,フ ルベ族 と じ

ゃれ あ うのを きらう。 カ ヌリ族は,フ ルベ族が きらいだ。

[KAAWU MADAM]
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　 ところが,典 型的 なフルベ族が,カ ヌ リ族の ところにあらわれた りす ると,カ ヌ リ

族 は,そ のフルベ族 にたい して冗談関係 を行使 して,冗 談 を演 じる。

　 フルベ族や,カ ヌ リ族 が,い ったいなにであるのか とい う定義は,た いへんむつか

しいが,ふ つ う,お たがいをステ レオタイプ像 に よって,峻 別 してい る。 その もっと

も典型的 な人たちのあいだで,冗 談関係が演 じられ る。その峻別 の尺度の うちで,と

くに重要 なのは,そ の形 質的差異 であ る。実際 には,フ ルベ族 で も色の くろい ものも

い るが,フ ルベ族は,肌 の色が,「 赤い(bodeeju〃i)」,あ るいは,「 白い(daneeju〃z)」

とい うことになってい る。カ ヌ リ族は,黒 い(6aleejum)と い うこ とにな っている。

したが って,カ ヌリ族にか らかわれた り,悪 ふざけを された とい うフルベ族の人た ち

は,い ずれ も肌の色がいわゆ る 「赤色」あ るいは,「 白色」 でほ っそ りと した典型的

なフルベ族の容貌を もってい る。色 の赤い フルベ族 の男は,自 分の経験を まじえなが

ら,つ ぎの ようにい う。

Sirataajo wolwantaa Pullo baleejo, sey to o tawi Pullo  bodeejo, o wi'ata: "Doo 

kam maccudo am." Kambe kam sey ranwa-laraljo, wooja-laraljo. On wi'ete 

maccudo ma66e. To mo wolwan Sirataare kam maccudo amin, sey to mo 

wolwataa Sirataare.

カ ヌリ族 は,肌 の色の黒い フルベ族には話 しかけ ない。かれ らは肌 の色の赤 い

フルベ族をみつけ る と,「 こいつは,わ しの奴隷だ」 とい う。 カヌ リ族 に とっ

ては,肌 の白い人,肌 の赤い人 こそフルベ族なのだ。そ のよ うな人がかれ らの

奴隷 なのだ。 フルベ族 にとっては,カ ヌ リ語を話す人 は,フ ルベ族 の奴隷 なの

だ。

[HASANA  SIDDIIKI]

　職業 か らみ ると,フ ルベ族 は,牧 畜を し,形 質的には,や せ てお り,性 格的 には,

け ち とい うことにな っている。 フルベ族は,他 の部族の ウシをあずか ることで も有名

であ るが,し ば しぽ,カ ヌ リ族に よって,「 フルベ族 は,他 人 の ウシをあずか って,

た とえ二十年た って も,は じめにあずか った ウシしか返 して くれ ない。かれ らは,盗

人だ」【WAAGA　 WAAGA】 な ど とい ってか らかわれ る。

2.2.フ ル ベ 族 と カ ヌ リ族 は,「 交 叉 イ トコ」

　 フルベ族 とカ ヌリ族は,対 抗意識 を もち,か れ らは,さ まざまの点 でちがっている。

けれ ども,フ ルベ族 とカヌ リ族 は,お たがいを,「 交叉イ トコ」,す なわち,冗 談関係

Y'あ るもの とかんが えてい る。す なわ ち,
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Kanuri bee  Fu18e ngannyootiran bana dendiraabe.

カヌ リ族 とフルベ族 は,交 叉イ トコの ように じゃれあ う。

                                           [ABBA  GAAJI] 

Sirata'en bee Fulbe kam nguusootiran. Dum dendiraabe.

カヌ リ族 とフルベ族は,お たがいに冗談 をいいあ う。 カヌ リ族 とフルベ族 は,

交 叉イ トコだ。

[KAAWU  MADAM]

2.3.冗 談 をかわ す フルベ族 とカ ヌ リ族

　 フルベ族 とカヌ リ族 は,フ ルベ族の交叉 イ トコ間の ようにおたがいに悪態 をつ きあ

う。す くな くとも,カメルーン 北部のジ ャマアー レ地方 では,両 部族の関係は,対 等

であ る。 どち らかが,典 型 的な相手の部族の ものをみつけた ら,そ の人にたい して,

冗 談をい う。 ただ,冗 談のいいやすい環箋 とい うのもあ る。 ジ ャマアー レ地方 の よう

に,フ ルベ族が,カ ヌリ族 よ りおおい とい う環境下 では,多 数 のフルベ族に対 し,少

数 のカヌ リ族 は,悪 態をつ きV'く い とい う。

　 ところが,フ ルベ族が少数派 である北部ナイジ ェ リアの ボル ヌ地方においては,カ

ヌ リ族が,フ ルベ族 に一方的に冗談を演 じている ようなのだ。ある フルベ族の男が,

ボ ル ヌ地方Y'い って経験 した ことをつ ぎのよ うにはなす。

Booyma,  mi on yaha has Yerwa bee bamde. Mi laari dum har mabbe. Be 

don kuda Fulbe. Nannga Pullo fuu nii, be njilnjilnoo dum. Be kuda. "Doo 

kam maccudo amin. " Pullo to yi'i be nii dogga suudoo be non.

昔,わ た しは,ロ バをつれて北部 ナイジ ェリアのマイ ドゥグ リにい っていた。

(こ の ような習慣 を)か れ らの ところでみた。 カヌ リ族 は,フ ルベ族 とそ うい

うことをす る。 カヌ リ族 は,フ ルベ族 をつか まえて,い じめ るのだ。 カ ヌ リ族

は,フ ルベ族をのの しり,「 こいつ は,わ れわれ の奴隷 だ」 な どとい う。 フル

ベ族が カヌ リ族をみつけ るとにげてかれ らか ら身をか くす。

[KAAWU MADAM]

2.4.相 手 の部族 出身 の ものは,「 奴隷」

　 これは,す でに,交 叉 イ トコのあいだにある冗談 の項 でふれたけれ ども,悪 態の最

た るものは,相 手の身分,存 在な どにかかわ るものである。 カ ヌリ族 とフルベ族のあ

いだで も,相 手を奴隷 とよぴあ う。逆に,な ぜ,カ ヌ リ族 とフルベ族が,冗 談をいい
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あ うか とい うと,相 手 が,「 自分たちの奴隷であ るか らだ」 とい う。奴隷 は,フ ル フ

ルデ語 で,〃iaccudo/maccu6e,カ ヌ リ語 で,　kaliya,ま た,女 奴隷 は,フ ルフルデ語

で,kordo/hor6e,カ ヌ リ語 で,　cirと い う。 だか ら,フ ルベ族は,冗 談 のいいあい

をつぎのよ うにい う。

Fulbe be mbi'a Sirata'en yoo: "On maccube  amin." To kambe boo be ngi'i 

Fulbe, be mbi'a: "Fulbe boo dum maccube amin. " Be don karka, be don jok-

kira be don mbada guusa.

　　　 フルベ族は,カ ヌ リ族に 「お まえ らは,わ た しらの奴隷」とい う。カヌ リ族 は,

　 　　 フルベ族をみつけ ると 「フルベ族 は,わ しらの奴隷」 とい う。 カ ヌ リ族 とフル

　　　 ベ族は,大 声 をあげて,口 喧嘩 し,冗 談をいいあ う。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 [KA.nWU　 MAnANt]

　 カ ヌリ族は,フ ルベ族をみつける と,フ ルベ族 にカ ヌリ語で,つ ぎの ように悪態を

つ く。

 Palatk kaliya Kaantiriwe.

フルベ族は,カ ヌリ族の奴隷。

 Palata cir Kaandriwe.

フルベ族は,カ ヌリ族の女奴隷。

2。5。 「フルベ族 は,性 格 がわ る く,意 地悪 であ る」

　 ど うした ことか,カ ヌリ族が,フ ルベ族をけなす表現のほ うが,お おいのだけれ ど

も,カ ヌ リ族が,フ ルベ族をけなす表現が,き まってい る。 カヌ リ族 のほ とん どは,

フルフルデ語 と,カ ヌリ語の二重言語使 用者 であるので,相 手の フルベ族にたい して,

フルフル デ語の冗談がつかわれることがおおいが,相 手が ,あ ま りよ くわか らな くて

も,カ ヌ リ語の冗談をつか うことが ある。そのなかには,悪 態 とい うよ り,相 手 の部

族 をわ らい ものに した り,け な した りしている ものが,よ くある。そ こで,強 調 され

るのは,フ ルベ族 の性格がわ るい,意 地悪だ とい うことであ る。す なわ ち,

　 　　 To　Pullo　booddum　 yam　 waandu.(フ ル フルデ語)

　 　　Pulata　ngalaa　wak　daa'al　koore.(カ ヌ リ語)

　 　　 フルベ族 が よい とい うな ら,サ ルに きけ。

　 カ ヌリ族は,そ の理 由を,「 ある フルベ族 の旅人が,道 にま よう。そ こに,サ ルが

あらわれ る。 サルは,旅 人に道 をお しえ る。旅人は,無 事 に村 につ く。村につ くとフ

ルベ族の男は,王 さまにサルのいるところをお しえ る。 こ うして ,サ ルは,王 さまに
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よって ころされて しまった」 とい う。 ここで,強 調 されているのは,フ ルベ族 が,恩

知 らずで,意 地悪だ とい うことであ る。

　 また,お な じよ うに,つ ぎの ような言い回 しもある。

　　　 Pullo　booro　 nganyaandi,　 itti　wiige　soodi　nganyaandi.(フ ル フルデ語)

　　　 Pulata　ngaraa　kumaa　 ngarawe.　 Peesutu　 luu　kitmaa　ng2r,　kaywo.(カ ヌ リ語)

　　　 フルベ族 は,意 地 悪の入 った袋。 フルベ族 は,3～4歳 の雌牛を もって意地悪、

　　　 を買 った。

　 カヌ リ族が,フ ルベ族をなぜ このよ うY'い うかを,か れ らは,つ ぎのよ うに説 明を

す る。

Pullo har o hebri nganyaandi, awwal aranal, aranndeere man kam har  Sirataa-

jo. Ngam Sirataajo, hooyi nagge mum, waatoo, nagge maako ngee, dum 

nganyaandiiye. 0 yaari luumo. To a yami: "Waaye, dume ngaddudaa doo?" 
"Aa

, nagge am." "Nagge ngeye?" "Aa, nagge nganyaandi. Miin kam coggu 

ngaddu-mi." Moy sotta? 0 nyalli. Mo walaa coodudo. Pullo boo asiri hiirti 

yaalti mo. "Haa, Kooleejo?" "Na'am." "A woodi nagge naa?" "Ooho." "Nagge 

ngeye ngaddudaa? A sooraay dum?" 0 wi'i: "Nagge nganyaandi." "E, koni a 

sooraay nge?" 0 wi'i: "Walaa coodudo. " 0 wi'i: "Nden kam nde dum 

nganyaandi kam sooram. " "Miin kam mi yetti mi soori. " Sirataajo kam kanjum 

mari sirri. Ammaa Pullo wanngini.

フルベ族が最初 に意地悪な心 を手 に入れたのは,カ ヌリ族の ところである。 と

い うのは,カ ヌ リ族 が自分の 「意地悪 ウシ」をつれ て,市 場にい った。そ こで

人 々は,「 おまえは,な にをつれ てきたのか」 ときくと,男 は,「 わた しの ウシ」

とい う。「その ウシは,な んの ウシか」 ときくと,「 このウシは 『意地悪 ウシ』

である。売 りに きたのさ」とい う。そんな ウシをだれが買お うか。男は一 日中,

市 場 にいたが,買 い手が ない。 フルベ族は,夕 方になって男 のところにあ らわ

れた。「おい,カ ヌ リ族」「はい」 「ウシが あるんか」「はい」 「なに ウシをつれ

て きたのか。 ど うしてその ウシを売 らないのだ」 「買 い手が ないのさ」 フルベ

族の男は 「その ウシが 『意地悪 ウシ』 な ら売 って くれ」 とい う。「あ りがたい。

わ しは,売 るさ」 カヌ リ族は,意 地悪 な心 の秘密をにぎっている。 フルベ族 は

それを世 にだ しただけなのさ。
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2.6.「 フルベ族 は,と るにた らな い存 在 であ る」

　悪態 とい うのは,相 手 の存在をひ くくみ,そ れが,と るにた らない とい うことを強

調すればす るほ ど効果的であ る。 カヌ リ族に よると,フ ルベ族の存在 は,か るい。す

なわ ち,

　 　　 Pulataard　 pula　pal　ngalwo.(カ ヌ リ語)

　 　　 バ ター一個 は,フ ルベ族 よ りま し。

これは,フ ルベ族 を示すPulktaのPula一 と,バ ターのpu[k一 の頭韻 をあわせ ,こ とぽ

遊びを しなが らフルベ族をけな しているのだ。

　あげ くのはて,フ ルベ族 は,「 野のサル(waandu　 ladde)」 だ とい うこともあ る。そ

れには,つ ぎのよ うな理由がある とい う。

Pullo kam waandu ladde. Ko  wadi? Zaman booyma juulde haa balde tati haa 

asaweere fuu goddo yahataa ladde remoya. Pullo boo nyannde juulde nden o 

hood baaneewo dilli remoygo. To o dilli remoygo, o don rema, o don rema 

goo. Yaa Jawmiraawo wayliti mo, baaneewo goo, o hooci tiggani mo haa ndunna 

maako doo, laati wicco. Juude doo laati kosde. Kosde boo laati kosde. 

Kosde nay bee mbicca juutdum.

フルベ族は,野 のサ ルだ。それは,ど うしてだろ う。昔,人 々が,祭 りのため

に,三 日か ら一週間のあいだ野原 にいって,畑 をたがや さない ときに,ま さに

祭 りの 日に,フ ルベ族 の男は,ク ワを もって,畑 をたがや しにでかけてい った。

男は,畑 をたがや してい る。主 は,こ の男の姿 をかえて しまった。 クワを とっ

て,男 の尻 にさ した。 ク ワは,尻 尾にな った。手は}足 にな って しまった。足

は,足 の ままだ った。男は,四 本 の足 と長 い尻尾を もつ よ うにな った。

2.7.「 フル ベ族 は,カ ヌ リ族 よ りイ ス ラム世界 で後輩 であ る」

　 フルベ族 は,西 アフ リカのイス ラム化におお きな役割をはた した。けれ ども,カ ヌ

リ族は,フ ルベ族がイス ラム化す るよ りまえにイス ラム教徒であ った。イス ラム教の

世 界で先輩 であるカ ヌリ族は,後 輩 フルベ族 にた い し,フ ルベ族 が,あ とにイス ラム

教徒 にな った こ とを強調す る ような冗談をい う。た とえば,

　 　　 Pullo　tagaama　 6aawo　 buubi.

　 　 　 フルベ族は,蝿 のあ とに創造 された。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 [USMAANU　 Baxaxi]
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　 フルベ族は,こ の世 にでて きたのは,ち か ごろの ことである ともいわれ る。すなわ

ち,

Sirata'en mbi'i  Fu16e mbanngi baawo Annabiijo.

　 　　カ ヌリ族は,フ ルベ族が預言者 ムハ ンマ ドゥよりず っとあ とに,で てきた とい

　 　　 う。

　 　　　　　 　　　　　 [USMAANU　 BOGO,　 HASANA　 S-DDIIKI,　KAAWU　 MADAM]

　 フルベ族は,カ ヌ リ族のイス ラム教徒 に してみれぽ,後 輩 であ るとい うのは,「 フ

ルベ族 が預言者 ムハ ンマ ドゥに もらった三つ の宝」 とい う話のなかで,つ ぎの よ うに

説 明 され る。すなわち,

　 　　預言者が,お か くれになるとき,ア ブーバ カル とオマル とウスマー ヌとア リを

　 　　 よび,「 わた しには,十 五 のものがある。それぞれの民族 ごとに,三 人ずつ よ

　 　　び よせ て くれ」 とい う。 そこで,ア ラブ人三人 と,ハ ウサ人三人 と,カ ヌ リ人

　 　　三人 と非 イスラム教徒三人 の十二人をつれて きた。預言者は,ア ラブ人た ちに

　 　　勇気(ngorgu),気 前 よさ(caahu),世 話 すべ き人 々(ardungal)を あ たえた。

　 　　預言者 は,ハ ウサ人たちに メッカ巡礼,よ めを とっておちつかせる こと,家 の

　 　　 まわ りを囲いでか こむ ことをあたえた。預言者は,カ ヌリ人たちに コー ラソ,

　 　　信仰告 白,喜 捨をあたえた。預言者は,非 イ スラム教徒 に朝お きた ら体 をあ ら

　 　　 うこと,水 か ら遠 ざか らない ことと,棒 を あた える。

　 　　預言者は 「わ た しのあ とにや って くるものがあ るそれは,フ ルベ族(Pulata)

　 　 　 である。 かれ らのため に,恥 を しる心(semteende),衣 服(cuurngal),祈 り

　 　　 をす ること(juulde)を の こしておいてや る」 とい う。 のちに,フ ルベ族 は,

　 　　 この三つを手 にいれ る。 フルベ族 は,ウ ッバか ら うまれる。

2.8.フ ルベ族 とカ ヌ リ族の あいだ にあ る儀礼的 暴力

　悪態 と同様に,主 人は,奴 隷 になにを して もよい とい う考え 方か ら,「主人」は,「 奴

隷」である相手に乱暴をはた らく。元来,儀 礼的な ものなのに,度 をす ぎた暴力に発

展す ることもある。 どち らか とい うと,カ ヌ リ族 が,フ ル ベ族に乱暴 な ことを しかけ

ることが,お おい。

　 カヌ リ族は,日 常的に フルベ族に言語的な冗談をい うだけ でな く,手 で もって,相

手に儀礼的な害 をあた える。被害者は,さ きにのべた ように,形 質的に典型的 フルベ

族 であ る。 自分 の経験をはな して くれた,フ ルベ族の男は,色 が赤 く,や せ てお り,

ス テ レオタイ プ的な フルベ族である。
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Har dammugal amin, puldebbo goo, o saaloto, o yaali mo nanngi-mmi nofru, o 

 bosh nii has naawi yam. Mbi'-moo-mi: "Ko ngad-maa-mi?" 0 wi'i: "A mac-

cudo am." Mbi'-moo-mi: "Goonga maa. " 0 wi'i: "To jawmiraawo yaali mac-

cudo mum, sey, fadda saalo. " Mbi'-moo-mi: "Dum wadan. "

　　　ぼ くらの屋敷の入 り口をカ ヌ リ族 の老女が とお りかか って,ぼ くの ところにや

　　　 ってきて,ぼ くの耳をつかんで,ひ ね ったので,耳 がいたか った。ぼ くは,そ

　　　の老女 に,「 なにをす るのだ」 とい った。老女は,「 お まえ さんは,わ た しの奴

　　　隷 さ」 とい った。ぼ くは,そ の女 に,「 なるほ ど」 とい った。女は,「 主人が,

　 　　 自分 の奴隷 のところをお とずれ る と,そ の奴隷 を どついてか ら,そ こを とお り

　　　す ぎるではないか」 とい った。わ た しは,そ の老女 に,「 そ うい うこともあ り

　　　 うる」 とい った。

　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　 　　　　　　 [HA$ANA$IDDIIKI]

　 儀 礼的な暴力 としては,「 カ ヌリ族は,フ ルベ族を突 く(Sirataajo　 yeryan　 Pullo)」

【USMん姻u　 B㎜11こ と もあ る。 また,相 手の耳をひ っぱ ることも,一一般的だ。すな

わ ち,

Sirataajo foodan nofru  Pullo.

　　　 カヌ リ族は,フ ルベ族の耳をひっぱ る。

　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　 　　　　　 [I-ASANA　 SIDDIIKI]

　 こ のよ うな儀礼的暴力は,祭 りな どの ときにクライマ ックスに達す る。 このよ うな

儀礼的 な暴力か らのがれ ようとお もえぽ,「 奴隷」は,自 分の 自由をかい もどさなけ

れば ならない。そ のよ うな儀礼的暴 力のお こなわ れるのをみ て,あ る人 は,「 カヌ リ

族は,フ ル ベ族を しば り,『 お まえは,わ た した ちの奴隷だ』 とい って,フ ルベ族に

自分 の身をか い もどさせた」[KAAWU　 MADAM】 とい う。べつ の人 もおな じようなこと

をみた とい う。す なわち,

To  yimbe wuro ngari juulde mum'en timmini fuu be moobtootira, be jur. 
"Ndillen maa haa maccudo men doo ." Be njaha. "Lawan, hannde kam sey a 

sotta hoore maa. Aan boo a anndi. Be wari haa maa. Naa sey a wada dabare, 

a laarana be koo dume kadi, be ndilla? A heba hoore maa."

街にすむ カヌリ族の人たちが,祭 りの礼拝にや ってきて,祈 りがおわ った ら,

み んなあつまる。人がおお くなる。人hは,「 わ しらの奴隷 のところにい こう」

とい う。人 々は,フ ルベ族の大村長 の ところにでかけ てい く。大村長の家来 は,

大 村長に,「 大村長 さま。あなたは,あ なたの首 をかい もどして もらわ な くて
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　　　はな りません。あなたも,こ ぞん じの とお りです。 カヌ リ族 のものたちが,あ

　　　なたの ところにや ってきた のです。なにか して もらわなけれぽ な りません。あ

　　　の人 たちに,な にかをや らなければな りませ ん。そ うすれぽ,あ なたは,自 由

　　　にな ります」 とい う。

　　　 　　　　　　 　　　　　 　　　　　　 　　　　　 　　　 [AaBA　 Gaan]

2.9.フ ル ベ族 とカ ヌ リ族 のあ いだ にあ る儀礼 的 な盗 み

奴隷のものは,主 人のものとい う考え方から,高 額でないものを盗んだ りもする。

これ も,典 型的なフルベ族の人の話である。

Miin boo to nde mi yehi luumo, woodi Siraajo don  fila kilbu, taw-moo-mi. 

Mbi'-moo-mi: "Biira, aan maa jawdi, sakko ko pilata?" Mi yaala mi hooya. 

Mi waata ceede am. Mi wi'a: "Mi waruno has mi sooda, ammaa nde aan mari, 

aan maa a maraado. Miin boo mi hooca ko mardaa. Hiddeko mi hoosite aan 

doo. " Nii min ngontindiri. To mo yaali kam, fuu, kanko boo mo jala o 

saalo. Mi hooyan huunde maako. Oo boo to o yaali-mmi, miin boo mi bosli 

mo nofru. Naa mi wadi baabaasi?

ぼ くが市場にい った とき,カ ヌ リ族の女が粗塩を うっていた。ぼ くは,そ の女

をみつけたので,そ の女に,「 こん畜生。 おまえだってわ しの所 有物。 お まえ

の うっているものは,も ちろんわ しの ものだ」 といった。ぼ くは,そ の女の と

ころにい くと,粗 塩を とった。ぼ くは,自 分のお金をポケ ッ トにいれておいた。

ぼ くは,「 わ しは,こ こに買い物 に きた。 けれ ども,こ の品物 は,お まえの も

のだ。わ しは,お まえを所有 してい るか ら,お まえの もっている ものを とる。

お まえ もその うちY'つ れに くる」 とい った。 ぼ くらは,こ うい う関係にあ る。

あの女が,ぼ くのところにや って くると,わ らって,と お りす ぎ る。ぼ くは,

あの女の ものを とる。あの女がぼ くのところにや って くると,ぼ くの耳をひね

る。それで,あ いこなのさ。

　　　　　 　　　　　 　　　　　　 　　　　　 　　 [HASANA　 SIDDIIKI]

　 ボル ヌ地方で,カ ヌ リ族 は,典 型的な フルベ族の もっているものを と りあげる こと

もある。あ る人は,「 マイ ドゥグ リで,た くさんのお金 を穀物用 の袋に入れて あるい

ていた ら,カ ヌリ族の男たちがや って きて,こ の袋を と りあげて しまった。 自分 は泥

棒 にあった と思 ってび っく りした。けれ ども,か れ らは,こ の袋 をか え して くれた」

[SAALI　MAANA】 とい う。同 じ人は,カ ヌリ族が,「 主人」 とそ の権利 を フルベ族の 「奴
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隷」 に行使 しようとした あげ くに,「 フルベ族 であるヤ グア県知事が車 にのろ うとし

た ところ,そ のまえにカ ヌリ族 の男が立 ちはだか り,『 おまえは,奴 隷 の くせ に車に

のるなんて とんで もないことだ』 とい う。県知事 は,こ の男を護衛 の者ののる車 にの

せる。この男は,制 服を きた兵士にか こまれておそれ る。 目的地につ くと,県 知事は,

カ ヌ リ族 の男に金 をや る。 カ ヌ リ族は,r知 事 さまとは,し らずに失礼 しま した』 と

い ってた ちさった」 ともい う。

　儀礼的 な盗み として,も っともよくしれわた っているものには,焼 けた跡のある服

を うば うことがあげ られ る。 カヌ リ族 とフルベ族は,お たがいの焼 けた跡のあ る服,

布 を うばいあ う。 あ る人 は,「 マイ ドゥグ リにい った とき目の まxで カ ヌ リ族 が フル

ベ族 のゆ るやかな貫頭衣 をぬがすのを見た」[SAALI　MAANA】 とい う。 また,典 型的な

フルベ族 である 「ジ ャウロ ・エル ライ ンとよばれ る男は,ポ ル ノ地方 にいった とき,

自分 の服Y'　 けた ところが あるのを知 らず,カ ヌリ族 に寛衣 を とられ て しま った」

[HAsANA　 SIDDIIKI]と い う。

　 むろん,そ う簡単に,相 手の服を うば うことはで きない場合があ る,そ の ときは,

つ ぎの ようにす る。

To be ndaari yiite wuli limce, be mbaaloro Pullo, be  ngada habre semmbinnde 

bibir bibir bibir bibir. Biira, be mbaaloro. Biira, be kabda has be borta limce 

Pullo goo. Be borta cilak. Be marl. 

Yoo, Pullo jeedo. Kanjum boo to o yehi bana wuro mabbe doo, don laara, don 

laara. To yi'i limce man yiite wuli, kanjum boo to bee Fulbe man be ngadi 

baakin seeda, be duudbe, be mbaaloro Sirataajo gooto goo. Be kabda bee 

mum. Be ndo"a dum. Be mbaaloro. Be kabda be borta dum. Be kooca 

limce. To a yidi limce maa maa, to a yidi limce maa boodde no maa, a sotta de, 

hokka be ceede. Be ndokkite. To a yidaa boo, be mari limce kam. Kambe 

mari halal mabbe kam. Doo kam nii non, be mba'i kambe kam. Har be njoodi 

fuu, to be ngi'ngi'itindiri, be mbadan wannyo mabbe. Be ndendootiran.

カ ヌリ族が フルベ族の服 に焼けた跡があ るのをみつけた ら,か れ らは,フ ルベ

族 を地面にお さえこみ,つ かまえよ うとす る。 カヌリ族 とフルベ族はバタバタ

ととっ くみあいをす る。 カヌ リ族 は,ひ どいやつで,フ ルベ族 の服をなん とか

してぬがそ うとす る。 カヌ リ族は,フ ルベ族 の服をぬが して しま う。服 は,カ

ヌ リ族の ものだ。そ うなれば,フ ルベ族はだ まってい るのみ。

フルベ族だ って,か れ らの村 にいき,よ くみて,か れ らの服に焼けた跡がある
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　　　のをみつけ,自 分 に仲間がた くさんい ると,そ のカ ヌリ族を地面にたおそ うと

　　　す る。 フルベ族 は仲間 となん とか してカ ヌリ族の服 をぬがそ うとす る。 フルベ

　　　族は カヌ リ族の服 をぬがす。 もしも,そ の服がす きで,そ の服が よい服 で,と

　　　られ るのがいやな らば,自 分の金 でか いもどせば よい。そ うすれぽ,服 はかえ

　　　してもらえ る。 べつorか まわない ものなら,そ の服 は,相 手 のものになる。服

　　　は,も うかれ らの もの。そ うい うものなのだ,か れ らは。 どこにい って も,フ

　　　ルベ族 とカヌ リ族のいるところでは,お たがいに,お たがいをみつけた ら,じ

　　　ゃれ あ う。かれ らは,交 叉イ トコのあいだ でかわ される冗談 を演 じる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 【KAAwu　 MADAMl

お な じ人 の話だが,自 分 の 目でみた ことをはな してい るので,上 の話 よ り真にせ ま

ってい る。 チ ャ ドの フ ィア ソガ(Fianga)に い くときに,み た とい う話だ。

Mi  wa"i moota. Bee d'uud'be. Cuy, be ngi'i wurde yiite wuli gorko goo, be 

ndawri bee haala mabbe Koleere: "To en njippake, en boslen mo, njabten limce 

maako." Yoo, nanando Kooleere don, Pulloojo wi'i jaabii be. Koole'en mbi'i 

mo: "Useni tata wi' mo. Taa wi' jawmu limce gulaade goo." O jeedi. Haa be 

njottoyi to'o goo, be njippi. Jippaago kam anndaa walaa habaru fuu. 

Jam, Sirata'en bee dawrunoobe goo, biira, li'i nanngi mo junngo. "Ko 

habar? Ko habaru?" Bibir bibir, biira, be mbaalori, be ndo"i mo korop. Be 

borti mo, acci mo, sey stria, reedu meere. Be njabti limce goo. 0 habdi bee 

mabbe. 0 torti o torti. Hiddeko o sotta limce maako decceer. 0 sotti marab-

baare mum.

わた しは,車 にの っていた。 車には,た くさんの人がいた。そ こで,カ ヌ リ族

は,あ る(フ ルベ族 の)男 の服 に火 で焼け穴があいてい るのをみつけた。 カ ヌ

リ族は,カ ヌ リ語 で 「車をお りた ら,フ ルベ族をつか まえて,た お して,ひ ね

ってや り,あ いつ の服を とってや ろ う」 とい う相談 をす る。

そ こに,カ ヌ リ語 がわか るフルベ族 がいて,カ ヌ リ族 にはな しかけ る。 カ ヌ リ

族 は,こ の男に 「おねがいだか ら,あ のフルベ族にいわ ないでお くれ。 あの焼

けた服を きてい る男にいわないで くれ」とい う。このフルベ族はだまっていた。

目的地 についた ら,乗 客は,車 か らお りた。服を きている男は,な にがお こっ

ているか を しらない。 さて,服 を うぽ う相談を した カヌ リ族 は くだんの フルベ

族の男に手をのば し,男 の手をつかんだ。男は,「 どうした。 どうした」 とい

う。男たちは,こ の男をたお したあ と,こ の男を地面 にお さえつけて しま った。
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　　　男 をバ タ ンとたお したのだ。男たちは,男 の服をぬがせた。 男は,ズ ボンだけ

　　　になった。腹は まるだ し。男た ちは,男 の服を とって しまった。男は,こ まっ

　　　た。男 は,自 分の服を と りもどす まで,た いへ んだ った。男は,長 衣をかい も

　　　ど した。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 [KaAWU　 MaDaNt]

　 フルベ族 とカ ヌ リ族の どち らが さきに焼けた跡 のある服に手をだすか とい うと,フ

ルベ族 に よる と,「 フルベ族 は,相 手 をみ じめな気持に させた くない(Fu16e　 ngidaa

toskaare)感 覚(semteende)を も っているので カ ヌ リ族 の服 を とって しまった りし

ない。 カヌ リ族は,そ のよ うな感覚を もっていないので場所をえ らぽない」 とい う。

それについて,カ ヌ リ族は,つ ぎの ようにい う。

Sirataajo aartan  bortugo. Koo has luumo boo. Be bortan.

カヌリ族は,フ ルベ族 よりさきに手をだす。たとえそれが,市 場であっても,

火に焼けた跡のある相手の服をぬがしてしまう。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 [ABBA　GAA71]

3.考 　 　 察

　 以上 みて きた よ うに,冗 談 関係にあ るものは,言 語 でもって,ま た,儀 礼的暴力,

儀 礼的盗み な どで もって,冗 談 をあらわす。 ことばでもって,相 手 に冗談をい うとき

には,相 手 の存在 自身に打撃をあたえるよ うな,相 手を 「奴隷」,「人をたべ る化け物」

な どとい う通常親 しい もののあいだでかわす冗談 の域 をこえた表 現がつかわれ る。 こ

れは,お たがいの関係をた しかめ ようとしてい るためであるとかんがえ られ る。言語

を もちいた冗談 に,暴 力や,盗 みが,く わわ る。 これは,言 語に よる冗談 を強化 して

いるといえ る。 なぜ,儀 礼的な盗みにおいて,相 手の焼 けた跡のあ る衣服 を とるが,

あた らしい衣服 を とらないのか とい うことにたいす る解答 はない。 これは,今 後の課

題 であ る。

　 フルベ族 とカヌ リ族 のあいだにある冗談関係は,交 叉イ トコ同士のあいだにある冗

談関係ににてい る。かれ らは,お たがいを奴隷,女 奴隷な どとよぴあ うし,儀 礼的暴

力や,盗 みをはた らく。交叉イ トコを しめすdendiraawoと い うことばか ら,交 叉イ

トコ間の冗談 をかわすdend'itaagoと い うことぽ でも ってカヌ リ族 とフルベ族が冗談

をかわす こ とも示すので,交 叉イ トコとの冗談関係が,さ きにあ り,の ちに カヌ リ族

との冗談関係がでて きた とかんがえ られ る。交叉 イ トコの場合 は,ご く自然 であ り,
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おたがいが よりす ぐれているとか,お とっているとかい う話 がない。 しか しなが ら,

カ ヌ リ族のあいだに,フ ルベ族は,「 自分 たちよ りお とっている」 な どとい う表現 が

あ ることは,交 叉イ トコのあいだの冗談関係 より,あ とにで きた異部族間の冗談 関係

の存在 をはっき りさせるためだ ろ う。

　交叉イ トコ間になぜ冗談関係があ るのかは,本 稿 の範囲ではない し,ま た,そ の歴

史を さかのぼれ ないので,不 明であ る。 しか しなが ら,今 後のために も,そ の理 由を

推察 してお くと,冗 談関係 は,親 族呼称をみるかぎ り,イ スラム化以前 には,フ ルベ

族においては,平 行イ トコ間,す なわち,兄 弟姉妹 間の結婚が,タ ブーであった可能

性があ る。交叉 イ トコは,結 婚 の可能性をは らむ とい う意味で もっとも親密な間柄で

あ り,こ の親密 さをあ らわ し,あ る種の緊張を ときほ ぐすために,悪 態 をつ きあい,

機 会あ るごとに親密 さをた しか めていったのではないだ ろ うか。

　 フルベ族 とカ ヌリ族 とのあいだの冗談関係で注 目され るのは,カ ヌ リ族が,フ ルベ

族に冗談を演 じるほ うが,フ ルベ族か ら,カ ヌ リ族 に演 じるよ りもおおい とい うこと

で ある。 もともと,カ ヌ リ族 か らフルベ族へ と,冗 談が,一 方的に演 じられたのでは

ないだ ろ うか。 これには,そ の成立 の歴史をかんがえな くては ならない。

　 カメル ーン ・ジ ャマア ー レ地方 のフルベ族のおお くは,ナ イジェ リアのボル ヌ地方

で冗談関係を経験 してい る。 ニジ ュール出身の フルベ族 の人 も,カ ヌ リ族 との冗談関

係 を経験 している ことか ら,こ の フルベ族 とカヌ リ族 との冗談関係がボル ヌ地方を 中

心 として広範 囲にひろが っている とかんがえ られ る。

　 このよ うな部族間 の特殊な関係の成立 には,長 い期 間,両 部族が混住す ることが不

可欠 である。北部 カメル ーンでのカ ヌ リ族 とフルベ族の混住 の経験は,た かだか,百

数十年に しかな らない。ボル ヌ地方 には,フ ルベ族は,そ れ よりず っと数百年 のあい

だ カヌ リ族 とす んでいて,こ の関係が,成 立 した とかんがえられ る。冗談 関係 の基本

となる悪態 と儀 礼的暴力なのであるが,や は り,多 数部族 であるカヌ リ族 が,西 方か

らや ってきた外来者 であ り,形 質的にも自分たち とは,異 なる フルベ族をか らか った

のが,は じま りではないだろ うか。 フルベ族は,カ ヌ リ族 とはちが って,牧 畜 だけに

専念すれぽ,農 業 をおこな うカヌ リ族 と衝突す る必要はないので,あ えてそれ に抵抗

しなか った といえ る。 フルベ族は,ポ ルノ地方で カヌ リ語 とフルフルデ語の二重言語

使用 をは じめ,カ ヌ リ族 の悪態 もわかる ようになった。

　 セ ーフ ・ウスマ ーヌ ・ピー ・フ ォー ドゥエ(1754-1817)に よっては じめ られ た フ

ルベ族 の聖戦のおわ りには,両 部族は,す でに,擬 似的イ トコ関係をもっていた とさ

れる。 そのことは,し ぼ しば,つ ぎの ように表現 され る。
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　　　Daga　 zamanu　 Seeh　u　Usmaanu　 hee　Seeh　u　Borno,　 kam6e　 kam　 6e　taaniraa6e.

　 　 　 セーフ ・ウスマー ヌとセーフ ・ポルノの時代か ら,フ ルベ族 とカヌ リ族 は,お

　　　 な じ祖父か らでた孫た ちであ る。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 [USMAANU　 BAKARI]

　 フルベ族の聖戦の ときにも,ボ ル ヌ地方 は,こ のよ うな冗談関係のために,ハ ウサ

族 のすむ地域 とは,ち が うあつかいを うけた。 フルベ族 は,北 部ナイ ジェ リアのハウ

サ圏を征服 したが,セ ー フ ・ウスマ ーヌはカ ヌリ族の地 に フルベ族の王をお くのをや

めた。 その理 由 として,一 般には,「 カ ヌリ族 の ところには,癩 病患者,盲 人,足 萎

えなどが多 く,そ れ らの病いに フルベ族 の人た ちがおかされ るべ きではない と考 えた

か ら」 とい う人 もあるが,そ れ よ り,両 部族 の擬似的イ トコ関係のため征服す る必要

が なか った とい うのが,お お きな理 由であるとかんがえ られ る。

　 また,フ ルベ族は,カ ヌリ族か ら農業,諸 制度,街 づ く りなど定着生活 に必要 な知

識 を吸収 した ことは,フ ルフルデ語のなか にある借用語 な どか ら うかがえるのだが,

いわぽ,フ ルベ族 は,文 化的には,劣 勢 であ り,カ ヌ リ文化 の受益者 であ った ので,

いわば,文 化的 「主人」 であ るカヌ リ族 に対 して聖戦な どできなか った ともか んが え

られ る。

　 また,フ ルベ族 は,受 益者 として,土 地の主人であるカ ヌリ族の機嫌 をそこなわ な

い ように,冗 談にたえた のではないだろ うか。 この関係は,は じめは,カ ヌ リ族か ら

フルベ族のみにな されたが,そ のあ と徐hに,フ ルベ族 もカ ヌリ族にたい してもなさ

れ るよ うにな ったのだ ろ う。 この冗談 関係は,両 部族が融合す ることな く,対 立 はす

るが,共 存 してい くための しくみである とか んがえたい。

4.ま と め

　北部カメルーン の フルベ族は,交 叉 イ トコのあいだ と,カ ヌリ族 とのあいだ で冗談

をかわす。 この冗談(dendootirgo)は,普 通 の冗談 よ りず っと過激 で,相 手を 「奴

隷,盗 人,化 け物」 などとい うフルベ社会では,も っともマイ ナス ・イメージをもっ

た ことぽがつかわれ る。逆にいえぽ,こ のよ うな冗談 でもって,お たがいの関係 をた

しかめあ っている といえ る。

　冗談は,こ とば と同時に,儀 礼的暴力や,儀 礼的な盗みを ともな う。す なわ ち,言

語的な表現 が,暴 力や,盗 みに よって強化 されている とかんがえ られ る。

　交叉イ トコのあいだ と,フ ルベ族 とカヌ リ族のあいだにあ る冗談 は,よ くにている
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が,交 叉イ トコのあいだの冗談が さきにあ り,フ ルベ族 とカヌ リ族 との冗談があ とに

成立 した とかんがえ られ る。

　 フルベ族 とカヌ リ族 のあいだに ど うして冗談関係が成立 したか とい うと,カ ヌ リ族

の地 であるボル ヌ地方 に,フ ルベ族がながいあいだ寄留 し,多 数部族 であるカヌ リ族

との争 いを さけ,少 数民族 と しての生活にあまん じなければな らなか った ことと関係

している とかんがえ られ る。それは,カ ヌ リ族か らフルベ族 に一方的に冗談がなげか

け られ るこ とと,カ ヌ リ族 のなかに,フ ルベ族が お とってい るとい うよ うな表 現が多

数 ある ことか らも,う かが える。

　北部カメルーン において,フ ルベ族 も,カ ヌリ族 も混住,通 婚 な どに よって,典 型

的な形質を うしないつつあ る。部族間の冗談 は,典 型的な形質 を もつ もの同士 でかわ

され て きた ので,典 型的 な形質を もつ ものが,減 少す ると,こ の ような冗談を演 じる

もの もす くな くな って しま うことが予想 され る。
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